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国 土 交 通 省 関 東 地 方 整 備 局
河 川 部

記 者 発 表 資 料

河川に経済圏を作ろう！水辺で起業？！
ミズベリング勉強会（６）開催

国土交通省では、「資源としての河川利用の高度化」に取り組んでおり、「魅力ある水
辺空間の創出」方法として、水辺を活用したい人々の取り組みを積極的に支援することを
方策としています。
また、河川空間を利用して、収益事業を促進する方策として「国土交通省生産性革命プ

ロジェクト３１」に「河川空間イノベーション」を位置づけました。

河川管理者が地方公共団体と共同で事業者公募する河
川利用やクラウド・ファンディングで活動資金を調達して
いる活動事例を紹介し、金融機関からの視点も踏まえて
「水辺で稼ぐ」の可能性を議論します。

日時：平成３１年２月２６日（火）１３：１５～１７：１５
主催：国土交通省関東地方整備局
場所：さいたま新都心合同庁舎２号館５階中研修室５Ｂ
対象者：水辺活用に関心のある法人・個人、地方公共団体
参加費：無料（定員５０名）
申し込み方法：別紙１（報道機関の方も申し込みできます）

●関東のミズベリング
http://www.ktr.mlit.go.jp/river/chiiki/index00000007.html

竹芝記者クラブ、都庁記者クラブ、神奈川建設記者会、埼玉県政記者クラブ
茨城県政記者クラブ、栃木県政記者クラブ、山梨県政記者クラブ、

刀水クラブ・テレビ記者会、千葉県政記者会
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日時：平成３１年２月２６日（火）１３：１５～１７：１５
場所：さいたま市さいたま新都心合同庁舎２号館中研修室５Ｂ
主催：国土交通省関東地方整備局

プログラム

１．関東のミズベリング・プロジェクト
民間企業参加募集の進め方 荒川下流河川事務所 社会実験他

【関東地方整備局河川環境課課長補佐 黒沼尚史】

２．東京都北区政策課題研究会ROSÉ（ロゼ）
若手職員の政策形成能力の向上と創造的な区政運営を目指す取り組み

【東京都北区政策経営部企画課主査 野田和希】

３．ＴＡＭＡＲＩＢＡ
行政予算に頼らない資金調達、クラウドファンディング利用
Ｈ２８年３０００人→Ｈ２９年７０００人→Ｈ３０年１万人以上集客

【コマエカラー代表 篠塚 雄一郎】

４．ヒト・モノ・マチをつなぐ城北信用金庫のビジネス支援
クラウドファンディングを活用したコンサルティングと

オウンドメディア「NACORD」によるプロモーション支援
【城北信用金庫 理事長 大前 孝太郎・コミュニケーション開発事業部 越野理惠】

５．水辺経営 クラウドファンディング
民間主導の水都大阪の取り組み

【Ｅ－ＤＥＳＩＧＮ代表 忽那裕樹】

６．水辺活用の可能性を創造する
平成１４年日本初の国産水陸両用バス（国産第1号）を導入

【関東地方整備局 河川部長 佐藤寿延】

７．座談会
テーマ：水辺の様な「公共空間」を使って稼ぐ「河川に経済圏を作ろう！」
パネラー

・コマエカラー代表 篠塚雄一郎
・東京都北区政策課題研究会ROSÉ（ロゼ） 野田 和希
・城北信用金庫 理事長 大前 孝太郎
・Ｅ－ＤＥＳＩＧＮ代表 忽那 裕樹
・関東地方整備局河川部長 佐藤 寿延

関東ミズベリング勉強会（第６回）
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外から中に作戦

市民 NPO 企業

行政

ここから始める
（私が始める）

振動伝える

・水辺に新しい関心を集める
▼

・水辺に新しいアイデアを育てる
▼

・新しい水辺の関係を作る
▼

・新しい水辺のビジネスや活動を育てる
▼

・新しい河川行政の人を育てる

・水辺を楽しむ人
・水辺で街を変える人
・水辺で新しいビジネスを作る人 を増やす

ミズベリング・プロジェクト概念図

2014 2015 2016 ・・・ 2020 ・・・

ミズベリング
東京会議

ミズベリング
地⽅会議

事務局
WEB
開 設

ミズベリング
EXPO

ミズベリング
スクール

ミズベブック

⽔辺R不動産

ミズベリング
宣 ⾔

市⺠・企業による

⾃発的な取組

初動

周知

拡散

成熟

ミズベラボ

ミズベリング・プロジェクトの当面の展開イメージ
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保崎

保崎
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H26年 ミズベリング推進研究会の実施

http://www.ktr.mlit.go.jp/arage/arage00434.html

水管理・国土保全局 渥美河川環境課長：
○水辺の価値を今一度考えることで、都市のに
ぎわいを取り戻す。
○今までとは違う関係者、企業や団体との新し
い関係の構築が必要である。
○そのため重要なのは、「ひとづくり」。
○今まで会ったことのない人のところに出向い
てほしい。

水辺の利用先進都市
・北海道開発局 旭川河川事務所
・東北地方整備局 北上川下流河川事務所
・関東地方整備局 荒川下流河川事務所
・北陸地方整備局 信濃川下流河川事務所
・中部地方整備局 沼津河川国道事務所
・近畿地方整備局 大和川河川事務所
・中国地方整備局 出雲河川事務所
・四国地方整備局 徳島河川国道事務所
・九州地方整備局 熊本河川国道事務所

・東京都 建設局河川部
・名古屋市 緑政土木局河川部
・大阪府 都市整備部河川室
・大阪市 建設局下水道河川部河川課
・広島市 経済観光局観光政策部
・北九州市 建設局河川部

かわまちづくり等を実践している
直轄河川の事務所

多様な立場の人間が主体となって取り組むミズベリングプロジェクトの地域での
浸透を目指し、各地域の特色や機運を高める方策などについて意見交換

第1回 平成２６年４月２４日(木) 第２回 平成２６年８月２８日(木)・２９日(金)

荒川下流河川事務所では、東京大学工学系研究科の
知花武佳准教授を座長にお迎えして、住民、企業、
行政が連携し、賑わい、美しい景観、豊かな自然環
境を備えた水辺空間を、まちづくりと創出するミズ
ベリング荒川下流会議を立ち上げました。
記念すべき第１回目を平成26年１1月20日に開催
しました。

ミズベリング荒川下流会議

第7回ミズベリング荒川下流会議を平成30年1月
12日に荒川知水資料館アモアホールにて開催し、
荒川下流でのミズベリングの取組みの成果や反省
点を振り返るとともに、“岩淵らしい水辺の賑わ
い“づくりの方向性について明確にし、共有した
上で、今後の取組みの具体案のアイデア出しを行
うことを目的として意見交換を実施しました。
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荒川下流部で、H23.3河川敷占用許可準則の緩和後の「都市及び地域の再生等のために利用する施設に係る占用の特例」実現に向けて、
また、緊急船着場の認知度、利用促進を目的として、一般公募した民間事業者と水辺の賑わい創出を行う、ミズベリング社会実験

「水辺フェスタ赤羽岩淵２０１８」を9月23日（日）、24日（月・祝）に開催し、２日間で延べ約2,600人が参加しました。

体験!
アモアで

体験!
水辺で

食べる!
水辺で

学ぶ!
水辺で

くつろぐ
水辺で

つどう
水辺に

【開催概要】
○名 称：水辺フェスタ赤羽岩淵２０１８
○開催期間：平成30年9月23日(土)  、24日(月祝) 10:00～16:00 
○開催場所：荒川水系荒川 右岸２１ｋ 岩淵緊急用船着場周辺、荒川知水資料館

○主催者 ：荒川下流河川事務所 北区
○店舗数：荒川マルシェ（飲食販売コーナー ６店舗） 荒川ミニクルーズ（１者）

ワークショップ（２者）、防災体験会（荒川下流河川事務所）
○参加者数：２，６００人

Ｈ２９までに済み

Ｈ３０実施
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政策課題研究会ROSÉ（ロゼ）

北区では、区の課題解決のための調査研究を行う政策課題研究会を設置しています。

研究会の名称である「ROSÉ（ロゼ）」とは、「道筋（ROute）を研究する（reSEarch）
会議 （SEssion）」を意味しており、多様な醸造手法をもち、製造に工夫が凝らされてい
るロゼワインのように、創意工夫し知恵を絞りながら北区独自の方向性や政策を研究・実践
するための場となることを目指して名づけました。

この研究会は、若手職員の政策形成能力の向上と創造的な区政運営を目指し、平成22年度
に設置されて以来、部局を横断する様々な職場から集まった若手職員（概ね入区4年目から
10年目の職員）が、多様な感性や現場感覚を融合させながら、時代に即した様々な課題に
取り組んできました。

（近年の研究テーマ）
平成29年度 多文化共生社会の実現のための調査研究
平成28年度 フレイル予防に関する調査研究

毎年、1年間の活動成果をまとめた事業提案書を作成し、関係各課とともに事業実施に向け
た検討を行っています。

https://www.city.kita.tokyo.jp/kikaku/kuse/shisaku/seisakukadaikenkyukai.html

平成30年度の研究テーマ
「水辺空間の有効活用に関する調査・研究 ～北区版ミズベリング・プロジェクト～」

北区は荒川、隅田川、石神井川、新河岸川の４つの河川に恵まれ、それぞれが豊かな水辺空間
を形成しています。「人と水とみどりの美しいふるさと北区」の実現をめざし、水辺空間の新
しい活用の可能性について調査･研究を行います。

今年は東京大学の知花武佳准教授をアドバイザーとしてお迎えし、区内の河川や他自治体の様
々な河川活用事例を調査・視察しながら、北区における水辺の活性化について研究を進めてき
ました。

区長や各課管理職へのプレゼンとなる2月７日に最終報告会を行い、当日はこれまでのロゼの
活動内容についてのご紹介をさせていただきます。

荒川の現地調査 中間発表会（10月）の様子

【東京都北区資料紹介】
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タマリバのはじまり

かつて多摩川河川敷ではBBQも花火もできました。
しかし残念ながら利用者のマナーの悪化で、いまで
はそれらは一切禁止となっています。
狛江の大切な資源である多摩川を新たな取り組みで
、多くの人に楽しんでもらうことができないだろう
か？
そんな発想から、このプロジェクトは始まりました
。

https://tamariba.amebaownd.com/

comaecolor
東京・多摩地域にある「狛江市」を「もっと楽しい場所にしたい！」という思いから立ち上がっ
た団体。行政予算に依存せず、クラウドファンディングも活用しイベントを開催し、
Ｈ28年約3000人→H29年約7000人→H30年１万人以上の参加者数へ発展中

1971年東京生まれ。大学卒業後、建設コンサルタント会
社勤務を経て、2008年より株式会社日建設計にて、国内
外の都市開発プロジェクトに従事。2013年にたまたま移
り住んだ狛江市にて、DIYスタイルで地域を面白くするチ
ーム「comaecolor」を結成し、代表を務める。飲食、音
楽、デザイン、webなど様々な業種の大人がプロボノで取
り組み、多摩川河川敷での２日間のイベント「タマリバ」
や旅館の敷地を借りた週末限定カフェ「ソトカワダ」を公
的資金ゼロで運営。

篠塚 雄一郎 Shinozuka Yuichiro
https://mizbering.jp/archives/20787

ＴＡＭＡＲＩＢＡ

https://tamariba.amebaownd.com/

https://mizbering.jp/visionbook

表紙の写真はタマリバの会場
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ヒト・モノ・マチをつなぐ城北信用金庫の取り組み

2017年８月３日（木）に放送された「日経スペシャル カンブリア宮殿」（テレビ東京系列）
に、城北信用金庫理事長の大前孝太郎氏が出演している。同番組では、理事長の地域への想いと
、いま求められる信用金庫の役割、城北信用金庫独特の「金融」「非金融」による地元活性化へ
の取り組みについて４ヵ月にわたる取材がされ、ＶＴＲをからめ紹介されています。

1964年東京都生まれ。
大学卒業後、住友銀行（現三井住友銀行）に入行。
1998年より内閣官房特別調査員。
2001年より内閣府参事官補佐・企画官として構造改革特区・
地域再生などを担当。
2006年、慶應義塾大学総合政策学部准教授に就任。
2009年、城北信用金庫常務理事
2016年5月より現職。
2017年3月より官民が連携する東京北区観光協会会長に就任。

大前 孝太郎 Omae Kotaro

www.shinkin.co.jp/johoku/

城北信用金庫 公式サイト↓

東京都の北区や荒川区を中心に展開す
る地元密着の金融機関である城北信用
金庫。
その北区には住みたい街ランキングで
急上昇の赤羽があり、荒川下流河川事
務所と北区が共同で開催している「ミ
ズベリング社会実験 水辺フェスタ赤
羽岩淵２０１８」の取り組みがある。

また、金融の枠を超えたユニークな取
り組みを次々と打ち出し、地元の中小
企業や住民から絶大な信頼を得ている
ことが紹介されており、人や地域を丸
ごと元気にする城北信用金庫の地域活
性化術を河川利用にも応用できないか
、講演、座談会の準備の過程で連携の
可能性にも期待が膨らむ。

http://www.ktr.mlit.go.jp/arage/arage00800.html

「ヒト・モノ・マチ・カワをつなぐ城北信用金庫」に期待！

関東地方整備局で唯一「ミズベリング推進室」を有する荒川下流河川事務所と若手職員が活躍する
「政策課題研究会ROSÉ」を有する東京都北区の連携に地元金融機関が及ぼす水辺活用の可能性
の創造に期待が高まる。
観光協会など多様な地元企業・団体等とも連携した「水辺を活用した賑わいづくり」にミズベリン
グ勉強会が少しでも役立つようにしていきたい。

https://www.tv-tokyo.co.jp/cambria/backnumber/2017/0803/
テレビ東京 「カンブリア宮殿」公式サイト↓
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地域企業メディア 「ＮＡＣＯＲＤ」
http://www.nacord.com/

•NACORDは“ヒト・モノ・マチをつなぐ”をコンセプトに、地域企業のアイディアを発信するウェブ

サイト。※ここに「カワ（川）」が加わることが期待される。

•同金庫職員が企画・制作を行う経営者インタビュー・クラウドファンディング・商品紹介の３つのコン

テンツを通じて、企業の魅力やストーリーを社会に伝えて貰えれば「水辺で起業！」の可能性も高まる。

•また、事業者同士が業界の垣根を越えて、ビジネスヒントを得られる場としても効果を発揮しているそう

で、ミズベリングには強い味方になってくれるかも。金融サービスの枠を超えたこの取り組みは、独自の

ビジネス支援として多数のメディアで紹介されており、広報の相乗効果も期待される。

○クラウドファンディング実績

これまでに117件のプロジェクトが実施され、累計調達額は1億5322万2632円、累計支援者数は

21680人。※2019年1月10日時点。同金庫を含む9金庫累計。目指せ！水辺の第1号プロジェクト

越野 理惠 Rie Koshino
城北信用金庫 コミュニケーション開発事業部

パブリックリレーションズグループ/クリエイティブグループ

越野さんの所属するコミュニケーション開発事業部は、非金融プ

ロジェクトを企画・運営し、地域や顧客との新たな接点と価値を

生み出すことに挑戦している。

その中で越野さんは、地域企業の魅力を発信するオウンドメディ

ア『NACORD(ナコード)』を開設。クラウドファンディングやプ

レスリリース配信、HP制作支援など、地域の中小事業者のＰＲや

ブランディングを応援するサービスの企画にも従事。

昨年は「私たちの経済圏を作ろう」というテーマで語り合うトー

クイベント『NACORD TALK』を開催した。

クリエイティブな情報発信を通じて、地域企業と生活者をつなげ

ることをミッションとし、ディレクターとして活動されている。
『NACORD TALK』の詳細はこちら↓
VOL.1 http://www.nacord.com/magazine/20180516_nacordtalk_vol1_report.html
VOL.２ http://www.nacord.com/magazine/20181025_nacordtalk02_report.html
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忽那裕樹 Kutsuna Hiroki
ミズベリング世界会議 in OSAKA プロデューサー
株式会社E-DESIGN代表取締役。ランドスケープデザイナー。 1966
年大阪府生まれ。大阪府立大学農学部緑地環境工学科卒業。景観・環
境デザインをはじめ、 まちづくりの活動や 仕組みづくりまで、 幅広
いプロジェクトに携わる。庭園をはじ め公園や広場、 大学キャンパス、
商業・集合住宅・病院など のランドスケープのデザインとプログラム
を国内外で展開。 ま た、パークマネ ージメント、 タウンマネ ージメ
ントを通して、 地域の改善や魅力向上に様々な立場で関わり、 現在，
官民協 慟の場として設立した水都大阪パートナーズの理事を務める。
また、 江之子島文化芸術創造セ ンターのプロデューサー、 NPO 法人
バブリックスタイル研究所の理事長を務める。

https://mizbering.jp/archives/18363

2014 ミズベリング東京会議
https://mizbering.jp/archives/5780

2018 “ミズベスクール”に参加（近畿地方整備局主催）
https://www.kkr.mlit.go.jp/news/river/event/2017/
ol9a8v000000khtx-att/ol9a8v000000khwm.pdf

2016 第1回アドバイザリーボード会議を開催
https://mizbering.jp/archives/20645
水辺経営。水辺も経営する概念になって、ミズベの利活用でクラウドファンディングを
やっていただいたら嬉しいなと

2015 ミズベリング世界会議 IN OSAKAレポート
https://mizbering.jp/archives/18363
記録集 - 国土交通省近畿地方整備局

2014 本音で水辺の未来を考える「水辺とまちのソー
シャルデザイン懇談会」参加

https://mizbering.jp/archives/12477

2014 大阪が「水都大阪」の取り組みですごいことになっている
らしい https://mizbering.jp/archives/10511

水辺を使いこなすことこそが、 まちを魅力的にしていく

2017 デアイデアス｜DE-iDEAS 
http://mizbering.jp/md

ミズベセッション＋スクールという二日間行われたこの
会議では、参加者の半分以上は大阪以外ということで、
多くの人が水都を訪れたことが分かりました。来年は水
都大阪フェスに併せて、「ミズベリング世界会議」を行
いたいとのビジョンを示していただきました。

水辺経営 クラウドファンディング
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http://www.ktr.mlit.go.jp/kisha/river_00000412.html

水辺利用の可能性を創造する

http://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000644852.pdf

現：国土交通省関東地方整備局河川部長。
湯西川ダム事務所長時代

H14年日本初の国産水陸両用バス（国産第1号）を導入
「水陸両用バスを活用したダム観光活性化実験の評価

-ダムとダム湖は観光活性化の起爆剤になり得たか」著者

佐藤 寿延 Sato Hisanobu

○ミズベ(地域)活性化の始め方 ミズベリング勉強会(4)

～公務員の地域活性化の実践～

H14年日本初の国産水陸両用バス（国産第1号）を導入
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水辺とまちの未来創造メッセージ 概要版
～ここから水辺の未来が動き出す～

（１）水辺は猥雑で色気があった。日本の水辺は世界に誇れるものであるはず

かつて水辺は猥雑で色気があったにもかかわらず、治水重視という時代の要請により水辺は様変わりしていった。しかし、
現在でもなお水辺には潜在的に魅力がたくさん詰まっている。

水辺にはわくわく感があり、楽しみもビジネスも眠っている。「とんでもないこと」と思って尻込みするのではなく、とにかく使い倒
して、楽しみ倒そう。

（２）河川空間は公共空間なのに自由に使えない？

（３）水辺を使い倒して、楽しみ倒す

日本の河川空間は公共空間であるのに自由に使えないという経験を持った人がたくさんいる。また、そもそも近づこうともして
いない人もいるようだ。自分たちの手で水辺のまちづくりに関わり、まちに対する誇りと自由度の高い空間を取り戻そう。

懇談会経緯：平成25年12月27日 第1回
平成26年 1月16日 第2回
平成26年 2月 7日 第3回
平成26年 2月27日 第4回

堀川花盛

（名古屋名所団扇絵集 市博物館所蔵）

水辺とまちの未来のかたちをデザインし、持続可能な未来の創造に貢献するための｢水辺とまちの未来創造プロジェクト｣
の一環として、「水辺とまちのソーシャルデザイン懇談会」（座長：陣内 秀信 法政大学デザイン工学部教授）を設置し、こ
れまで4回開催してきました。ここで生まれたヒントフレーズなどを「水辺とまちの未来創造メッセージ ～ここから水辺の未

来が動き出す～」として取りまとめました。今後、より多くの方によって、水辺の賢い利用が進むことを期待しています。

○概要

○懇談会とは

○水辺とまちの未来創造メッセージ（抜粋）

コメンテータ－： 座長 陣内秀信（法政大学デザ
イン工学部建築学科教授）をはじめ、
学識者、金融・不動産・飲食関係者、編集者、河
川利用者、地方公共団体等より構成

水辺とまちの未来創造に向けたメッセージを発信するため、各界の有識者等からなる懇談
会を設置

（６）水辺の利用者、地域住民、行政をつなぐコーディネーターが必要

利用者の思いと行政の管理との間に競合があり、その調整に膨大なエネルギーが消費され、
あきらめてしまいがち。また、地元の一部の反対により実現できない場合もある。かつてのテキ
屋のように利用者、地域住民、行政をつなぐコーディネーターが必要である。

行政サイドの公平、公正、中立の姿勢は重要であるが、時代の要請にさらに柔軟に対応していくためには、利用者の意見をよ
く聞き、共に考える姿勢が求められている。また、縦割り行政の弊害により水辺とまちが分断されていたり、中央と地方（現場）
の感覚にズレもあったりする。

持続可能性を担保するためには、資金調達や規制緩和についてさらに工夫していく必要がある。占用料や使用料の有効活
用方策、クラウドファウンディング、ファンドレイジングなどの新たな仕組みを検討してみよう。

日々目にしているものと記憶をつなげてアプローチすることは共感を得るための重要な視点である。同じ思いを持つものがつ
ながり協働することが大切であり、利用者自らが水辺をつくり、使い、育てることが重要である。

都市の資産としての水辺の使い方を市民・行政ともに広めていくためには、よりよい使い方、理想的なあり方を広く周知する必
要がある。それがひいては、「日本ならでは」の水辺の利用を促し、都市ごとのブランド認知にも寄与することとなる。

（１０）水辺の使い方に対する共感と実践を広げていくためのプロモーションの方法

（９）未来の水辺に向かってつなげる、育てる

（８）持続可能性を担保する資金調達や規制緩和のしくみ

（７）行政は公平、公正、中立の姿勢は重要であるが、新しい提案を受け入れたりする度量をもつ

なんでもありで水辺を無秩序に利用するだけでは、行政との競合は解消しない。最低限の
ルール、礼儀作法が必要であり、その作法を利用者自ら考えるという自己責任の文化の確立が
必要である。

（５）自分たちで水辺を楽しむ礼儀作法をつくる

日本橋川(東京都)

水辺を再生するには、大規模開発よりも既存の施設をリノベーションすることが有利である。海外で多く見られるように、アー
ティストやクリエイター、先見性のある企業などが活躍すべき場所である。

（４）地域固有の歴史・文化を活かしつつ、クリエイティブに再生する
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